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１．はじめに 

 これまでの実橋コンクリート床版に対する温度

応力解析においては，コンクリート表面の境界条件

を対流熱伝達のみでモデル化し，日射による輻射熱

の影響は考慮していない場合がほとんどであった．

しかし，平成 13，14 年度の実験および解析による

検討 1)，2)，3)，4)等から，床版支間が 11m 級の長支間

場所打ち PC床版（以下，11m級床版）において、

日照変化や日射による輻射熱がコンクリート床版

に与える影響が大きいことが明らかとなってきた．

そこで著者らは，最も施工実績の多い，床版支間が

6m級の場所打ち PC床版（以下，6m級床版）につ

いても同様の解析を行い、日照変化

や日射による輻射熱が PC 床版に与

える影響について解析的に検討した． 

２．解析概要 

解析モデルを図－１，図－２に示

す．6m 級床版の実構造物を想定し，

径間長 60mの３径間連続２主鈑桁橋

とし，対称条件を用いた 1/4 モデル

とした．解析には 2002年 9月 19日

～20日に行われた挙動確認計測実験
2)，4)で得られた外気温を用い（図－

３参照），日射による輻射熱の影響

を考慮する手法については参考文献 3)と同様とした．その他の諸物性値については

参考文献 5)およびコンクリート標準示方書に従った．コンクリート打設時の温度応

力や長期的な収縮挙動による応力は考慮せず，コンクリートが硬化し十分に強度発

現がある状態での短期的な外気温の変動のみについて解析的な検討を行った． 

３．解析結果 

図－４，図－５に中央径間中央部，主桁上付近（図－２参照）の温度解析結果と

橋軸方向の応力履歴図を示す．床版上面の最高温度は約 33℃であり，この時の床

版断面内の温度差（上面と下面の差）は約 11℃であった．応力については，床版

下面の応力が 1.69N/mm2と最も大きく，これは床版上面が最高温度に達した時と

一致していた．この時の床版断面の変形図を図－６に示す．これより，床版は輻 
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   図－１ 解析モデル図（断面図） 
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図－２ 解析モデル図（全体図） 

図－３ 解析に用いた外気温 
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射によって床版上面が膨張するため床版支間中央がせり上がり，張出部が垂れ下がる変形挙動（上に凸の変形）を

していることが分かる．外気温の上昇に伴って床版下面の応力が引張側に変動しているのは，この床版の上に凸の

変形を主桁が拘束することによって生じているもので，これは図－７の橋軸方向床版下面の応力コンター図からも

明らかである．主桁に沿って約 1N/mm2 の引張応力が発生して

いる．また，中央径間中央支点部の横桁上付近の床版下面応力

が他の位置と比較して若干引張応力が大きい． 

表－１に 6m級床版と昨年度の 11m級床版 2)，4)の解析結果を

示す．両者の解析結果と比較すると，主桁上の床版厚は 6m 級

床版の方が 100mmほど薄いにもかかわらず，床版断面内の温度

差はほぼ同程度であった．また，床版下面の応力，床版の変形

量については，昨年度の 11m級床版の解析モデルが単純桁であり，今回の 6m級床版が３径間連続モデルで，異な

っており一概に比較はできないが，床版の変形量は 6m級床版の方が 11m級床版の約半分であるものの，床版下面

の最大応力は 6m級床版の方が 11m級床版よりも 1.5倍程度大きい結果となっている．  

４．まとめ 

 今回の検討により，6m 級床版においても日照変化の影響および輻射熱の影響により床版下面にひび割れの発生

要因となりうる引張応力が発生していることが解析的に明らかとなった．これまでの 11m級床版の検討結果を踏ま

えると，今後 6m級床版の施工においても十分に日照変化に対する配慮が必要である． 
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図－４ 温度解析結果 
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図－５ 橋軸方向応力の履歴図 

-20

-15

-10

-5

0

5

10

鉛
直
変
位
 
(
m
m
)

2002/9/18 23:51
2002/9/20 13:51

0.64

-3.0-3.0

G2G1

3.64

図－６ 中央径間中央部断面の変形図 
 

 

図－７ 橋軸方向応力コンター図（床版下面） 

表－１ 6m級床版と 11m級床版の比較 
 6m級 11m級

主桁上床版厚（mm） 420 530 
床版上面の温度（℃） 32.9 33.3 
床版断面内の温度差（℃） 11.1 11.6 
床版下面の最大応力（N/mm2） 1.69 0.90 
床版の変形量（mm） 3.6 8.0 

中央支点部↓ 

↑床版支間中央側 
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